
●最大の特長は、水溶性カルシウムとリン酸がそれぞれ同量（14.5％）入っていることです。
　カルシウムとリン酸は、お互い結合して溶けにくくなるため一緒に使用することがこれまで
   不可能とされていましたが、それを可能にしたのが本材です。

●チッソ、カリ、苦土、マンガン、ホウ素、鉄、銅、亜鉛、モリブデンもバランスよく配合
   されている究極のカルシウム肥料です。

●みかんの果皮に体質強化に。また花芽分化促進、着色（べに）強化、減酸促進、糖度アップ、
   日焼け軽減、果実の体質強化、貯蔵性の向上、徒長防止に。

●果皮が厚く硬くならないように、カリ成分は必要最小限の量（1.9％）に抑えてあります。

●ぶどうの花振い防止、節間伸長の抑制、裂果防止に。着色・糖度アップ、貯蔵性の向上に。

●植物体内に存在するクエン酸を原料に使用しているので吸収がよく、幼果期、真夏の日中
   にまいても薬害はありません。また、果面を汚すこともありません。

これまでなかった！
リン酸14.5％+カルシウム14.5％＋微量要素入り
発泡・水溶性
有機酸カルシウム
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海藻エキス と混用散布するとさらに効果が高まります。
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前半は、花振い防止・節間伸長の抑制のため 6 ～ 8 葉期と開花直前に
｢ケルパック 66｣1000 倍＋｢カルマグホウ素 PK｣1000 倍混合液を
散布します。
後半は着色、糖度アップのために｢カルビタ P｣770 倍＋｢ケルパック
66｣1000 倍混合液を収穫の 45 ～ 30 日前から 2 ～ 3 週あけて 2
回散布します。

作物 使用方法

前半は｢カルビタ」、後半はリン酸成分の多い本材を使用します。

｢カルビタ｣は落弁直後から 1000 倍液を 3 ～ 4 週おきに 2 ～ 3 回
散布し、本材は収穫の 3 ヶ月位前から 2 ～ 4 週おきに 2 ～ 3 回散布
します。

雨の多い年は更なる果皮の体質強化のために乾燥資材｢ロイヤルシリカ
PK｣の加用をお勧めします。

デコポンの疫病症様防止・水ぐされ症予防、減酸には｢カルマグホウ素
PK｣をお使い下さい。

ぶどう
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●注意事項

●包装形態 650g入り×20袋／ケース

●用途
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（下表の成分はすべて水溶性です。）

●使用方法 （参考：500ℓに 1 袋入れた時（770 倍）の PH は 5.9）
希釈液の作り方：100ℓの水に 110 ～ 130ｇ加用。また、500 ～ 600ℓのタンクに 1 袋（650ｇ入り）投入。

みかん
果皮の体質強化・果皮の老化防止・貯蔵性向上。予措、着色（ベニ）強化、

減酸、糖度アップ、花芽分化促進、徒長防止。

デコポン、

ポンカン等

疫病様症・水腐れ症の予防、果皮の体質強化、

減酸、糖度アップ、花芽分化青促進。

花振い防止、裂果防止、着色向上、糖度アップ、貯蔵性向上。ぶどう

・ボルドー液との混合散布、近接散布は薬害が出る恐れがあるので混用は避けて下さい。

・ボルドー液散布園に本材を散布する場合は、薬害回避のため炭酸カルシウム(石灰)を
   希釈液100ℓにつき、2にぎり位加用して下さい。

・本材をトマトに使用すると茎、枝が硬くなり過ぎ触れただけで折れることがあります。
   従ってトマトには使用しないでください。それほど硬くなるということですからりんご
   の軟化防止に向いたリン酸カルシウムです。トマトにリン酸カルシウムを補給したい
   時はカルマグホウ素PKをご使用ください。

・石灰硫黄合剤と混用すると有毒ガスが出る恐れがあるため混合しないでください。

・薬液槽を満水状態にして本材を投入すると発泡して液が溢れることがあるため、水
   は7分目程度に張り、発泡沈静後に水を足して下さい。農薬を混用する場合は本材の
   発泡沈静後に加用してください。


